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天文館みつばちプロジェクト 10 周年 

3/8 は “みつばちの日” 

3/8(月)みつばちの巣箱設置いたします! 

2011 年８月３日にキックオフした「天文館みつばちプロジェクト」。本格的な活動開始となる 2012 年より、マルヤガーデンズ・ 

山形屋を拠点にみつばちの巣箱を設置し、みつばちの飼育とはちみつの収穫などを通して鹿児島・天文館の自然環境について学び 

考えています。2021 年は本格的な活動開始から 10 周年! 今年もみつばちの巣箱設置から活動をスタートいたしますのでお知らせ 

いたします。 
 

■みつばちの巣箱設置 

設置日: 2021. 3/8(月)   

場所:マルヤガーデンズ 7F  屋上庭園ソラニワ 

 

【タイムスケジュール】 

■10 時 30 分 巣箱設置 (蜂が落ち着くまで放置) 

・みつばちの種類:セイヨウミツバチ 

・収穫されるはちみつの種類:百花蜜(ひゃっかみつ) 

■10 時 50 分 (※10 周年の新規取り組み↓) 

3F ガーデンキッズセルクに通う子どもたち(最大 20 名)が 

巣箱設置見学や､蜜源となる植物の苗を鉢に植える。 

  ※天文館周辺の幼稚園・保育園・小学校・中学校 (計１０ヶ所)にも、3/8(月)以降に蜜源となる鉢植え植物を順次贈呈予定。 

 

 

 

 

 

■次回の活動は、「はちみつの採蜜」を 4 月下旬～5 月上旬にかけて予定しております■ 

 

◆天文館みつばちプロジェクトとは･･･ 

①みつばちの飼育を通じて、鹿児島・天文館の自然環境について学び、考えること。 

②養蜂を通じて地域のネットワークを作り、まちづくりを共に考える仲間との絆をつくること。 

③採れた蜂蜜や蜜ろうを使って鹿児島・天文館の魅力を発信する活動を行うこと。 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社丸屋本社 マルヤガーデンズ事業部 企画広報/ 松見･穎川   tel : 099-813-8108   

 

天文館の屋上から。緑を感じる都市養蜂 

 

■(参考)天文館はちみつ:収穫量の推移(過去 3 年間) 

･2020年 247㎏ 採蜜6回 ･2019年 271㎏ 採蜜4回・2018年 121㎏ 採蜜3回  

 


